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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

アドバイザー派遣申請募集チラシを作成し、「沖縄県ユニバーサルツーリズムポータル
サイト」内に掲載、2-（１）.①-1セミナー時に告知案内、2-（４）. 取組状況調査の回
答事業者への案内等で集客を実施。その結果、合計６施設より申請を得た。
合計６施設48名に向け専門アドバイザー派遣を実施し、参加者主担当から「非常に良
かった」「大変参考になった」との回答を得た。

（表）

■専門アドバイザー派遣 事業者案内チラシ
（詳細は別添1-2_1_アドバイザー派遣_事業者案内チラシを参照）

（裏）

■専門アドバイザー派遣（総括）
no. 実施日 実施施設名 アドバイザー 参加人数 満足度

1 2025年２月４日（火） BLUE STEAK WONDER CHATAN 勝野 裕子 氏 1 非常に良かった

2 2025年２月５日（水） 竹富町役場 勝野 裕子 氏 4 非常に良かった

3 2025年２月５日（水） アートホテル石垣島 勝野 裕子 氏 4 非常に良かった

4 2025年２月６日（木） 竹富町観光協会 勝野 裕子 氏 3 回答なし

5 2025年２月12日（水） 伊江島観光協会 田村 磨理 氏 32 非常に良かった

6 2025年３月８日（土）・９日（日） 座間味村観光協会 グリズデイル・バリージョシュア 氏 4 非常に良かった

48 100%合計
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

１回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。
申請者／派遣先はBLUE STEAK WONDER CHATAN（宿泊施設）となり、申請内容はバ
リアフリー全般に関する依頼で、中でも「心のバリアフリー認定取得に向けた相談」や
「簡易設置型のアイテムと筆談等デバイスの導入」などに向けたリクエストがあった。

2025年２月４日（火）13:00～14:30実施日時

BLUE STEAK WONDER CHATAN 館内（ホテル館内）実施場所

BLUE STEAK WONDER CHATAN
アドバイス先

事業者名
（施設名）

Sales＆Marketing 佐藤 真奈美 氏
アドバイス先

担当者名
（役職）

BLUE STEAK WONDER CHATAN
予約管理・フロントスタッフ対象者

１名参加人数

株式会社JTB 総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏アドバイザー

 当施設が準高付加価値経営旅館の登録を受けており、心のバリア
フリー認定取得のために依頼した

 室数が30室と少ない宿泊特化型のホテルとなっておりユニバーサ
ル対応のトイレ・浴室は設けていない中で、高齢者や障がい者等
がより不自由なく滞在できるような客室内簡易設置型のアイテム
と筆談デバイスの導入アドバイスを頂きたい

アドバイス先
の

課題・目的

１．施設の視察及びアドバイジング
２．観光施設における心のバリアフリー認定制度の取得に向けて

（１）研修
（２）補助器具３点以上
（３）情報発信

３．追加の補助器具に関してアドバイス
４．動画を活用した実技指導

（１）身体障がい者のお風呂の入り方
（２）身体障がい者の車からの降り方

５．その他
６．質疑応答

当日の流れ

■【１回目】アドバイザー派遣 実施概要

（詳細は別添1-2_2_1回目アドバイザー派遣_実施レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

２回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。
申請者／派遣先竹富町役場（自治体）となり、申請内容はバリアフリー全般に関する依
頼で、中でも「ユニバーサルツーリズムの基礎知識」や「対象者はどのような情報を必
要としており、どのような媒体を使用しているのか」などに向けたリクエストがあった。

2025 年２月５日（水）10:00～12:00実施日時

竹富町役場実施場所

竹富町役場（自治体）
アドバイス先

事業者名
（施設名）

竹富町 自然観光課
主査 香月 毅 氏
係⾧ 辻 明日花 氏
観光振興係 津嘉山 希 氏

八重山ビジターズビューロー
石垣 絵麻 氏

アドバイス先
担当者名
（役職）

４名参加人数

株式会社JTB 総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏アドバイザー

 下記のようなユニバーサルツーリズムの基礎知識を学びたい
1. 改めて「ユニバーサルツーリズム」が対象とする方々とはどんな
方々か?
2. その方々はどのような情報を必要とされているのか?
3. どのような媒体により情報を得ていらっしゃるのか?
4. インフラが発達していない中で、どこまで対応可能なのか?
など

アドバイス先
の

課題・目的

１．現状ヒアリング
２．ユニバーサルツーリズムとは?の説明
３．高齢者を対象とした国内アンケート調査の報告
４．障害のある外国人アンケート調査の報告
５．他地域の事例共有
６．高齢者・障がい者の旅行実態調査の報告
７．質疑応答

当日の流れ

■【２回目】アドバイザー派遣 実施概要

（詳細は別添1-2_3_2回目アドバイザー派遣_実施レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

３回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。
申請者／派遣先はアートホテル石垣島（宿泊施設）となり、申請内容はバリアフリー全
般に関する依頼で、中でも「施設の視察及びアドバイス」や「認知症のお客様への対
応」などに向けたリクエストがあった。

2025 年２月５日（水）14:00～16:00実施日時

アートホテル石垣島 館内（ホテル館内）実施場所

アートホテル石垣島アドバイス先
事業者名

総支配人 村松 秀規 氏
宿泊サービス課マネージャー 大濱 邦夫 氏
管理部 施設支配人 喜舎場 健二 氏
宿泊販売課デピュティマネージャー 石井 絵美 氏

アドバイス先
担当者名
（役職）

アートホテル石垣島
管理職、宿泊サービス、施設支配人、宿泊販売、レストランスタッフ対象者

４名参加人数

株式会社JTB 総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏アドバイザー

 当ホテルは客室数245 室ですが、バリアフリールームやユニバー
サルデザインの客室はない。

 お客様からバリアフリールームはないかとの問合せも少なくはな
いが、2017 年にリブランドしたばかりで、現在は客室の改修予定
はない。

 現状の設備で障害をお持ちのお客様等に快適に過ごしていただく
方法について専門家の意見を求めている。

アドバイス先
の

課題・目的

１．施設の視察及びアドバイジング
（１）エントランス・駐車場 （２）1F多目的トイレ
（３）エレベーター （４）宿泊ルーム
（５）大浴場 （６）レストラン・カフェ
（７）非常階段

２．意見交換及びアドバイジング
（１）認知症のお客様への対応の工夫
（２）車椅子利用のお客様や聴覚・視覚障がい者が快適に過ごせる

接客ノウハウ
３．各種動画を活用した実技指導
４．質疑応答

当日の流れ

■【３回目】アドバイザー派遣 実施概要

（詳細は別添1-2_4_3回目アドバイザー派遣_実施レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

４回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。
申請者／竹富町観光協会となり、申請内容はバリアフリー全般に関する依頼で、中でも
「Googleビジネスプロフィールを活用した情報発信」や「他の離島での取組事例紹介」
などに向けたリクエストがあった。

2025 年２月６日（木）10:30～12:00実施日時

竹富町役場実施場所

竹富町観光協会
アドバイス先

事業者名
（施設名）

竹富町観光協会
事務局⾧ 譜久嶺 靖 氏

水谷 友恵 氏
竹富町 自然観光課

観光振興係 津嘉山 希 氏

アドバイス先
担当者名
（役職）

３名参加人数

株式会社JTB 総合研究所 主任研究員 勝野 裕子 氏アドバイザー

 町内の観光事業所は公式HP がなかったり、情報が正確でなかった
り、多言語対応していないため、旅行者等にとって不便だが、事
業者側には更新や制作の余裕がない。

 Google ビジネスプロフィールを活用し、事業者の負担を抑えつつ、
旅行者が必要な情報を得られるよう整備し、購買プロセスの離脱
を防ぎたいと考えている。

 バリアフリー、キャッシュレス、多言語対応の有無などを整理・
発信し、旅行者が訪問前に離島の状況を理解できるようにしたい。

 他の離島での取組事例紹介もあると嬉しい

アドバイス先
の

課題・目的

１．現状ヒアリング（Google ビジネスプロフィールについて）
２．地元の高齢者の方々のサービスを充実させることが大事
３．島での交通について
４．島の民宿等の事業者について
５．バリアフリーツアーセンターのようなスキーム
６．障害をお持ちのインバウンド観光客について
７．情報発信について
８．自閉症の観光客への対応について
９．質疑応答

当日の流れ

■【４回目】アドバイザー派遣 実施概要

（詳細は別添1-2_5_4回目アドバイザー派遣_実施レポートを参照）



23

2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

５回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。
申請者／伊江島観光協会及び民泊事業者となり、申請内容はアレルギー対応に関する依
頼で、中でも「アレルギー対応の講習」や「アナフィラキシーショック等のアレルギー
発症時の対処法」などに向けたリクエストがあった。

2025 年２月12 日（水）13:00～15:00実施日時

伊江島 中ホール実施場所

伊江島観光協会
アドバイス先

事業者名
（施設名）

伊江島観光協会
副会⾧ 知念 郁夫 氏

宮本 光理 氏
伊江島民泊事業者 28 事業者

アドバイス先
担当者名
（役職）

32名参加人数

沖縄ゆいまーるの会 田村 磨理 氏アドバイザー

 伊江島観光協会にて、教育旅行等の民泊を受け入れているため、
民泊の事業者向けにアレルギー対応の講習を実施したい。

 アレルギー対応の煩わしさ等から、民泊事業を撤退する方もいる
ため、難しく考えなくても良いと伝えたい。

 アナフィラキシーショックが発症した際に、どのような対応をす
るべきか聞きたい。

 アレルギー対応時に対処法を聞きたい。

アドバイス先
の

課題・目的

１．食物アレルギーについて
２．lgE 依存性食物アレルギーの臨床分類
３．花粉と交差反応が確認されている主な果物・野菜
４．食物以外の抗原感作による食物アレルギー
５．交差抗原性に関して
６．羅患率の変化の変化
７．原因食物の頻度
８．アレルギーを起こす闘値
９．即時型食物アレルギーの症状
10．緊急時エピペンとその適応について
11．個人アレルギーに関して
12．まとめ
13．質疑応答

当日の流れ

■【５回目】アドバイザー派遣 実施概要

（詳細は別添1-2_6_5回目アドバイザー派遣_実施レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

■アドバイザー派遣 ５回目 投影資料
（詳細は別添1-2_7_5回目アドバイザー派遣_当日投影資料を参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

①-２ アドバイザー派遣

仕様書項目

６回目に実施したアドバイザー派遣は以下の通り。
申請者／座間味村観光協会となり、申請内容は座間味村の各観光施設や観光スポットを
電動車いすを使用しているジョシュア氏に巡っていただくことで、不便を感じた点、対
する改善点等について具体的なフィードバックを得たい、というリクエストがあった。

2025年３月８日（土）13:00～17:00
2025年３月９日（日）10:00～13:00実施日時

慶良間諸島国立公園ビジターセンター青のゆくる館 ほか実施場所

1. 慶良間諸島国立公園ビジターセンター青のゆくる館
2. KĀNUSUBA ZAMAMI
3. Kerama Blue Resort
4. オセアナ ポートヴィレッジ座間味
5. 他、座間味村 観光スポット

アドバイス先
事業者名

（施設名）

一般社団法人 座間味村観光協会
清水 華恵 氏

アドバイス先
担当者名
（役職）

１名＋各施設の担当者参加人数

アクセシブルジャパン主宰者 グリズデイル・バリージョシュア 氏アドバイザー

1. 受け入れ環境の現状確認
 高齢者や障害をお持ちの外国人観光客が訪れた際に、各施設や観

光スポットがどの程度バリアフリー対応しているかを現地で確認
する。

2. 実際の体験を通じた課題の抽出
 電動車いすを使用しているジョシュア氏に同行いただき、座間味

村内を回ってもらうことで、アクセスのしやすさや不便を感じた
点、改善が求められる点について具体的なフィードバックを得る。

3. 観光協会としての支援策の検討
 観光協会が実施できる支援策の可能性を検討するとともに、活用

可能な補助金や支援制度についてのアドバイスが欲しい。

アドバイス先
の

課題・目的

各観光施設や観光スポットの受け入れ環境を確認することを目的とし
て、ユニバーサルツーリズムの視察を実施した。
１．慶良間諸島国立公園ビジターセンター 青のゆくる館の視察
２．KĀNUSUBA ZAMAMIの視察
３．Kerama Blue Resortの視察
４．オセアナ ポートヴィレッジ座間味の視察
５．座間味村 観光スポットの視察

当日の流れ

■【６回目】アドバイザー派遣 実施概要

（詳細は別添1-2_8_6回目アドバイザー派遣_実施レポートを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

沖縄県における「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認定施設数は、令和
６年４月30日時点で宿泊施設28件、飲食店０件、観光案内所３件、博物館０件だった。
令和７年３月14日時点（令和７年１月31日現在データ）では、宿泊施設40件（＋12
件）、観光案内所４件（＋１件）に増加した。一方で、飲食店0件（±0件）、博物館0
件（±0件）は変わらなかった。

仕様書項目

■「観光施設における心のバリアフリー認定制度」認定施設一覧 ※令和６年４月30日時点

内 宿泊施設:28件

合計＋13件の認定施設増加
（宿泊施設:＋12件、観光案内所:＋１件）

※認定施設の詳細は次項を参照
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

仕様書項目

■「観光施設における心のバリアフリー認定制度」認定施設一覧 ※令和７年３月14日時点
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認知度向上と、認定による事業者の
メリットを理解してもらうため、セミナーや取組実施調査を通じた周知活動や、アドバ
イザー派遣による申請支援を実施した。同制度の認定施設が増えることで、沖縄を訪れ
るすべての観光客が、年齢・性別・国籍・障がいの有無に関わらず快適に楽しめる、多
様な受入環境の整備を目指した。

仕様書項目

■実施STEP

 「観光施設における心のバリアフ
リー認定制度」の存在を認知されて
いない

 同制度を認定されることによる事業
者へのメリットを理解されていない

認定制度の周知徹底 認定制度の申請及び認定促進

課題

 同制度を認定されることによる事業
者へのメリットを理解されていない

 同制度の認定申請における事業者の
マンパワー及びリテラシーが足りな
い

課題

（１）①-１セミナーでの
周知徹底による認知度向上及び

認定施設の事例共有によるメリット理解

打ち手
①

（１）①-２アドバイザー派遣での
周知徹底による認知度向上及び

認定基準項目の現地調査

打ち手
②

弊社観光関連事業者ネットワーク及び
営業担当を活用して次年度以降も
継続した申請サポートの体制構築

打ち手
①

①施設のバリアフリー性能を補完するための
措置を3つ以上行っている

②バリアフリーに関する教育訓練を
年に1回以上実施している

③自社サイト以外のウェブサイトで、施設の
バリアフリー情報を積極的に発信している

セミナー参加者への周知

相談

（４）ユニバーサルツーリズム推進に
かかる取組状況調査にて、

同制度の認定基準項目の実施有無及び
認定取得意向を収集し、基準を

満たしている事業者や取得意向がある
事業者が判明した場合、

弊社営業担当より同制度の申請を促進

打ち手
②

県内観光関連事業者

弊社営業担当・事務局

観光庁

サポート

申請 認定
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の認定による事業者のメリットを実感
してもらうため、認定取得済みの宿泊施設や認定を希望する宿泊施設・観光関連事業者
向けに既存のポータルサイト「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」https://okibf.jp/
への無料掲載というインセンティブを提供した。その結果、7軒の宿泊施設、3軒の観光
案内所および体験事業者から掲載希望があり、2025年３月より掲載を開始した。

仕様書項目

■ポータルサイト「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」＞食べる/泊まるページ

≪英語サイト≫

≪韓国語サイト≫

その他、簡体字サイト
繁体字サイトも有り
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（１）.「心のバリアフリー」推進にかかるセミナー開催及びアドバイザー派遣の
実施

② 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の周知及び認定促進

仕様書項目

≪英語サイト≫

■ポータルサイト「ユニバーサルツーリズムOKINAWA」＞見る/体験するページ

≪韓国語サイト≫ ≪簡体字サイト≫ ≪繁体字サイト≫
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

①-1 展示会等への出展を想定した多言語化（英語、韓国語、簡体字、繁体字）対応のＰＲツール
（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

出展する展示会（2024台北国際旅行博）に合わせたPRツール類の作成を行い、国内で
初めて「観光バリアフリー宣言」を行った沖縄県、その「誰もが安心して楽しめるやさ
しい観光地作り」を推進している姿勢を分かりやすく来場者に伝えた。

仕様書項目

＜チラシA4サイズ 繁体字＞

表 裏

（詳細は別添2_1_おきなわユニバーサルツーリズム_繁体字チラシを参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

①-1 展示会等への出展を想定した多言語化（英語、韓国語、簡体字、繁体字）対応のＰＲツール
（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

仕様書項目

＜ブース装飾 繁体字＞

（詳細は別添2_2_おきなわユニバーサルツーリズム_繁体字ブース装飾を参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

①-1 展示会等への出展を想定した多言語化（英語、韓国語、簡体字、繁体字）対応のＰＲツール
（チラシ、リーフレット、ポスター等）の制作

仕様書項目

令和５年度制作したPRツール（日本語版パンフレット）を多言語化（英語、韓国語、簡
体字、繁体字）対応にするとともに、掲載情報をアップデートして新鮮かつ正しい情報
の提供を目指した。

＜英語版パンフレット（全20ページ）＞

（詳細は別添2_3～6_おきなわユニバーサルツーリズム_パンフレット_英語・韓国語・簡体字・繁体字を参照）

＜韓国語版パンフレット（全20ページ）＞

＜簡体字版パンフレット（全20ページ）＞

＜繁体字版パンフレット（全20ページ）＞
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

ユニバーサルツーリズム沖縄PV【乳幼児連れご家族の思い出いっぱい旅】篇（2:35）
観光地によっては乳幼児連れを嫌がられることもあるが、沖縄県では歓迎ムードを大切
にする、その魅力を伝える動画を作成した。地元の学生が乳幼児をあやしながら迎える
様子を映し、各施設の乳幼児向け設備やバリアフリー化の取り組みを紹介。さらに、親
子で楽しめる体験を提供し、安心して楽しく過ごせるサポート体制の充実にも力を入れ
ていることを動画を通してアピールした。

仕様書項目

①-2 おきなわユニバーサルツーリズム動画作成

女性N a :
妊娠されている方、小さなお
子様を連れた方、ご高齢の方
や障害のある方、外国の方は
もちろん、訪れるすべての
方々に、沖縄の旅を楽しんで
ほしい。

観光地でも、お子様のケアが
しやすい工夫を取り入れ家族
みんなが、快適に過ごせる設
計をするなどさまざまなサー
ビスをおこなっています。

例えば、親子で楽しめる体験
を取り入れそれをサポートす
る体制を整えたり、また、施
設全体をバリアフリーにする
などさまざまな取り組みを、
沢山の施設が行っています。

誰もが楽しめる、
優しい観光地を目指して
ユニバーサルツーリズム沖縄

（詳細は別添2_7_おきなわユニバーサルツーリズム_動画を参照）
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2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

②-1 国内の展示会等への出展（ツーリズムEXPOジャパン2024）

仕様書項目



36

2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

②-1 国内の展示会等への出展（ツーリズムEXPOジャパン2024）

仕様書項目



37

2 . 各 業 務 の 取 組 内 容

2-（２）.ユニバーサルツーリズム推進地としてのプロモーション実施

②-2 2024台北国際旅行博（ITF2024）への出展

仕様書項目


